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訪日客数 単月で過去最高
日本へのリピーターも増加 訪日客数4,000万人の早期達成なるか

2017年4月に日本を訪れた外国人観光客が、単月としては過去最高となる257万人に上りました（図
表1）。体験を楽しむ“コト消費”の拡大やクルーズ船の寄港数の増加などが寄与し、前年同月比で
23.9％増加しました。1～4月の訪日客数も前年同期比で16.4％増加の911万人となりました。また、
５月13日時点の2017年の訪日外国人客数は1,000万人を超え、昨年より23日も早く、突破ペースは
過去最速になりました。昨今、中国人観光客の『爆買い』が縮小するなか、観光客数の増加が国内の
観光消費を下支えしているとみられます（図表2）。
日本政府観光局（ＪＮＴＯ）によると、今年4月は、これまでもっとも多かった2016年7月の229万
人を28万人上回り、国・地域別では、韓国が55万人と前年同月比で56.8％増えたほか、香港が20万
人と64.6％伸びました。台湾をはじめ13の国・地域で訪日客数が過去最高を記録しました。昨年は3
月中だったイースター休暇が今年は4月だったことの影響や、大型クルーズ船や格安航空の利用が増え
たことが要因と考えられます。
観光目的としては、中国人観光客の買い物『爆買い』中心だった従来の傾向から、地方観光や日本の
文化、伝統を楽しむ体験型のいわゆる“コト消費”へのシフトが観光客数の増加をけん引したものと
みられます。外国人観光客の消費が“モノ”から“コト”へ移行したことにより、近年は日本へのリ
ピーターも増加していることから、今後も訪日客数の増加が見込まれており、政府が目標とする2020
年の訪日客数4,000万人の早期達成も期待できるかもしれません。

図表1：訪日外国人旅行者数 単月では過去最高

（審査確認番号H29-TB87）

図表2：観光客数の増加が国内の観光消費を下支え

 2017年4月の訪日外国人旅行者数は257万人となり、単月としては過去最高となった。
 イースター休暇の影響や大型クルーズ船・格安航空の利用が増えたことが要因か。
 観光客の消費が“モノ”から“コト”へ移行したことから日本へのリピーターも増加。

出所：図表1は日本政府観光局（ＪＮＴＯ）、図表2は観光庁のデータを基にニッセイアセットマネジメントが作成
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